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研究概要：実験

5シリーズの実験（試験体数：232）を実施

・実験変数
ねじの径・⻑さ
樹種
ねじ部⻑さ

成果と新知⾒：補強効果

補強なしに⽐べて
耐⼒：最⼤4.5倍

初期剛性：最⼤2.1倍

補強なしに⽐べて
耐⼒：最⼤1.8倍

初期剛性：最⼤1.8倍

成果と新知⾒：補強効果(ねじ⻑さ)
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成果と新知⾒：補強効果(ねじ本数)
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成果と新知⾒：補強効果(ねじ軸径)

ねじの軸径[mm]

ねじ4本

ねじの軸径[mm]

ねじ8本
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成果と新知⾒：補強効果(半ねじ，全ねじ)

ねじ4本 ねじ8本

成果と新知⾒：補強効果

補強なしに⽐べて
耐⼒：最⼤4.5倍

初期剛性：最⼤2.1倍

補強なしに⽐べて
耐⼒：最⼤1.8倍

初期剛性：最⼤1.8倍



成果と新知⾒：補強効果

ねじ⻑さ[mm]
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成果と新知⾒：補強効果

ねじ本数[mm]

成果と新知⾒：補強効果

ねじ配置の重⼼×本数に⽐例！

成果と新知⾒：破壊メカニズム

めり込み＋ねじの押し抜き

めり込み＋ねじの座屈

ねじ先端部の⽊材圧縮



成果と新知⾒：評価法の提案

カールスルーエ―モデルを実状に合わせて改良

既往研究で評価法が提案されている（カールスルーエモデル）
ねじの座屈＋めり込み：𝑅ଽ,ௗ ൌ 𝑛 · 𝜅 · 𝑁,ௗ  𝑘,ଽ · 𝑙 · 𝑏 · 𝑓,ଽ,ௗ
ねじの押抜＋めり込み：𝑅ଽ,ௗ ൌ 𝑛 · 0.6 · 𝑑 · 𝑙௦.ଽ · 𝜌.଼  𝑘,ଽ · 𝑙 · 𝑏 · 𝑓,ଽ,ௗ
⽊材の圧縮：𝑅ଽ,ௗ ൌ 𝑏 · 𝑙,ଶ · 𝑓,ଽ,ௗ

精度がよくない…

成果と新知⾒：評価法の提案

カールスルーエ―モデルを実状に合わせて改良

カールスルーエモデルの改良
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⽊材の圧縮：𝑅ଽ,ௗ ൌ 𝑏 · 𝑙,ଶ · 𝑓,ଽ,ௗ
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成果と新知⾒：評価法の提案

カールスルーエ―モデルを実状に合わせて改良

カールスルーエモデルの改良

⽊材の圧縮：𝑅ଽ,ௗ ൌ 𝑏 · 𝑙,ଶ · 𝑓,ଽ,ௗ

成果と新知⾒：評価法の提案

改良モデルは実験結果をうまく評価できた
実験値[kN]
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今後の予定

• めり込み補強効果⼤！
• 影響因⼦や破壊メカニズムを解明
• 耐⼒評価法を提案

初期剛性の評価法を構築

今後の予定

• めり込み補強効果があまり⼤きくない
• 影響因⼦や破壊メカニズムを解明

初期剛性の評価法を構築
耐⼒の評価法を構築

隅柱に関してはより⾼い効果のある補強⽅法を検討

今後の予定

実接合部への応⽤
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